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3
　

八
月
六
日
、
チ
ェ
ス
ボ
ロ
ー
カ
ッ

プ
水
泳
駅
伝
大
会
が
車
力
漁
港
マ
グ

ア
ビ
ー
チ
で
行
わ
れ
、
県
内
外
か
ら

五
人
一
組
の
七
十
八
チ
ー
ム
三
八
九

名
が
参
加
し
て
、
力
泳
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

　

こ
の
チ
ェ
ス
ボ
ロ
ー
カ
ッ
プ
水
泳

駅
伝
大
会
は
、
車
力
と
バ
ス
市
の
直

線
距
離
に
あ
た
る
一
〇
、
二
〇
〇
㎞

を
、
一
チ
ー
ム
五
人
、
全
参
加
者
の

合
計
距
離
を
毎
年
累
計
し
て
泳
ぎ
切

ろ
う
と
い
う
大
会
で
、
選
手
た
ち
は

号
砲
と
と
も
に
勢
い
よ
く
海
に
飛
び

込
み
大
き
な
声
援
を
受
け
な
が
ら
力

泳
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
バ
ス
市
か
ら
の
訪
問
団
の

中
学
生
も
見
事
泳
ぎ
き
り
、
盛
ん
な

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
通
算
距
離
は
、
四
〇

〇
五
・
〇
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
な
り
、

目
標
ま
で
あ
と
六
一
九
四
・
九
三
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
と
な
り
ま
し
た
。

大
輪
に
酔
い
し
れ
る

　

八
月
五
日
、
車
力
漁
港
マ
グ
ア

ビ
ー
チ
で
、
第
二
回
つ
が
る
市
花
火

大
会
が
行
わ
れ
、
夜
空
に
咲
い
た
二

千
五
百
発
の
花
火
が
、
訪
れ
た
観
客

を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

太
陽
が
日
本
海
に
沈
ん
だ
午
後
七

時
半
過
ぎ
か
ら
始
ま
っ
た
花
火
大
会

は
、
連
発
仕
掛
け
の
超
特
大
ス
タ
ー

マ
イ
ン
や
創
造
花
火
な
ど
が
次
々
と

打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
夕
日
が
赤
く
染
ま
っ
た

空
に
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
始
め
、

次
第
に
暗
く
な
っ
た
夜
空
に
、
色
鮮

や
か
な
大
輪
の
花
が
咲
き
、
会
場
を

埋
め
た
家
族
連
れ
ら
が
歓
声
を
上
げ

て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
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一
、
民
営
化
等
の
目
的

　

近
年
、
核
家
族
化
が
進
み
、
夫
婦

共
働
き
世
帯
の
増
加
等
に
伴
い
、
保

育
ニ
ー
ズ
は
益
々
多
様
化
し
て
お
り
、

こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
保
育
サ
ー
ビ

ス
（
延
長
保
育
・
一
時
保
育
・
休
日

保
育
等
）
の
充
実
を
図
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
後
の
自
治
体

の
行
財
政
環
境
は
、
従
来
に
も
増
し

て
厳
し
い
も
の
が
予
測
さ
れ
、
そ
の

中
の
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
よ
り
効

率
的
、
効
果
的
な
保
育
所
運
営
が
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
迅
速

か
つ
柔
軟
に
対
応
す
る
手
法
と
し
て
、

施
設
の
統
廃
合
や
民
営
化
等
を
実
施

し
て
い
く
も
の
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
軽
減
さ
れ
る
財
源
や

人
材
等
を
有
効
に
活
用
し
、
市
が
行

う
子
育
て
支
援
施
策
の
よ
り
一
層
の

推
進
に
努
め
る
こ
と
と
し
ま
す
。

二
、
保
育
所
の
現
況

　

⑴　

設
置
状
況

　

現
在
、
市
内
に
は
認
可
保
育
所

が
十
八
ヶ
所
（
公
立
十
二
ヶ
所
、

私
立
六
ヶ
所
）
と
幼
稚
園
が
四
ヶ

所
（
公
立
一
ヶ
所
、私
立
三
ヶ
所
）

あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
無
認
可
保
育
所
や
事
業

所
内
保
育
所
は
確
認
さ
れ
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
保
育
所
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
新
市
発
足
後
も
そ
れ
ぞ

れ
各
旧
町
村
で
設
置
し
た
ま
ま
の

状
況
で
運
営
さ
れ
て
い
る
た
め
、

県
内
九
市
の
中
で
も
、
最
も
公
立

保
育
所
の
占
め
る
割
合
が
高
い
状

況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
保
育
所
は
全
体

的
に
長
い
歴
史
と
実
績
を
有
し
て

い
る
も
の
の
、
一
方
で
は
築
三
十

年
を
経
過
す
る
施
設
も
あ
り
、
老

朽
化
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

⑵　

保
育
サ
ー
ビ
ス
状
況

　

公
立
保
育
所
の
中
で
保
育
時
間

が
最
も
長
い
と
こ
ろ
で
「
午
前
七

時
三
十
分
〜
午
後
六
時
」
ま
で
に

対
し
、
私
立
保
育
所
は
い
ず
れ
も

「
延
長
保
育
」
を
実
施
し
て
お
り
、

「
午
前
七
時
〜
午
後
七
時
」
ま
で

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。中
で
も「
い

な
ほ
保
育
園
」
は
、
つ
が
る
市
内

で
唯
一
「
休
日
保
育
」
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

　

⑶　

定
員
数
（
充
足
率
）

　

定
員
充
足
率
に
つ
い
て
は
、
私

立
保
育
所
が
ほ
ぼ
九
十
％
を
超
え

た
充
足
率
に
対
し
て
、
公
立
保
育

所
は
柏
地
区
と
車
力
地
区
以
外
は

定
員
数
を
下
回
っ
て
お
り
、
少
子

化
に
よ
る
影
響
が
正
に
反
映
さ
れ

た
状
況
に
あ
り
ま
す
。
今
後
少
子

化
は
ま
す
ま
す
進
行
し
て
い
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

⑷　

保
育
料

　

保
育
料
は
、
児
童
福
祉
法
に
基

づ
く
国
の
要
綱
に
お
い
て
基
準
額

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を

参
考
に
市
の
規
則
に
お
い
て
保
育

料
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
場
合
は
、
扶
養
義
務
者

の
属
す
る
世
帯
の
所
得
税
等
に
応

じ
て
、「
０
円
か
ら
二
万
九
千
八

百
円
」
ま
で
の
十
段
階
に
設
定
し
、

利
用
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

現
状
で
は
国
基
準
額
の
六
十
％
相

当
に
保
育
料
設
定
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
私
立
保
育
所
に
つ
い
て
も
、

市
同
様
に
料
金
設
定
が
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

□

△

△
△

△

△
△◇
◇

◇

市役所
◎

繁田保育所
━━━━━━━━
（45）、《29》、

【64.4％】、｛Ｈ９｝

車力保育所
━━━━━━━━
（45）、《51》、

【113.3％】、｛Ｓ59｝

牛潟保育所
━━━━━━━━
（60）、《41》、

【68.3％】、｛Ｓ56｝

館岡保育所
━━━━━━━━
（45）、《51》、
【113.3％】

菰槌保育所
━━━━━━━━
（45）、《37》、
【82.2％】

丸山保育所
━━━━━━━━
（45）、《31》、

【68.9％】、｛Ｓ44｝

木造北保育所
━━━━━━━━
（60）、《58》、
【96.7％】

柴田保育所
━━━━━━━━
（60）、《42》、

【70.0％】、｛Ｓ41｝

森田保育所
━━━━━━━━
（180）、《155》、
【86.1％】、｛Ｈ12｝

柏第一保育所
━━━━━━━━
（120）、《11 1》、
【92.5％】、｛Ｓ60｝

千年保育所
━━━━━━━━
（45）、《23》、

【51.1％】、｛Ｓ54｝

いなほ保育所
━━━━━━━━
（90）、《83》、
【92.2％】

川除保育所
━━━━━━━━
（60）、《52》、

【86.7％】、｛Ｓ42｝

銀杏ヶ丘保育所
━━━━━━━━━
（60）、《65》、
【108.3％】

木造保育所
━━━━━━━━
（90）、《82》、
【91.1％】

柏第二保育所
━━━━━━━━
（45）、《44》、

【97.8％】、｛Ｓ53｝

柏第三保育所
━━━━━━━━
（30）、《35》、

【116.7％】、｛Ｈ４｝

富萢保育所
━━━━━━━━
（60）、《70》、

【116.7％】、｛Ｓ59｝

●　公立保育所　12箇所
△　私立保育所　６箇所
□　公立幼稚園
 車力幼稚園（定員100）
　　私立幼稚園
◇ 木造西幼稚園（定員80）
 育実幼稚園（定員90）
 森田中央幼稚園（定員80）

保育所名━━━━━
（　）…定員数 人
《　》…入所数 人
【　】…充足率 ％
｛　｝…建築年 年
　　Ｈ18.4.1現在

つがる市保育所配置図（民営化等実施前）

｛

0

20

40

60

80

100

つがる市 むつ市 三沢市 十和田市 五所川原市 黒石市 八戸市 弘前市 青森市 

私立 79 49 63 15 19 17 15 10 6 
公立 9 3 5 0 5 4 2 6 12

公立 

私立 

79

49

6

63

15 
 

19 
 17 

 
15 
 

10 
 129

3 5 5 4 2 6

県内9市公・私立保育所（園）数比較 

市町村名 

公
立
保
育
所
民
営
化
等
計
画

　

昨
年
十
二
月
、
つ
が
る
市
行
政
改
革
推
進
委
員
会
か
ら
、
事
務
事
業
の

再
編
・
整
理
・
廃
止
な
ど
六
項
目
に
つ
い
て
答
申
を
受
け
、
平
成
十
八
年

三
月
ま
で
に
行
政
改
革
大
綱
と
集
中
改
革
プ
ラ
ン
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

民
間
委
託
等
の
推
進
に
つ
い
て
の
項
目
で
は
、
公
立
保
育
所
の
統
廃
合

や
民
間
委
託
化
、
指
定
管
理
者
制
度
導
入
な
ど
、
施
設
の
管
理
運
営
の
効

率
を
図
る
た
め
、
積
極
的
に
統
合
や
民
間
活
力
の
導
入
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
に
し
て
お
り
、
こ
の
度
公
立
保
育
所
民
営
化
等
計
画
が
策
定
さ
れ
ま

し
た
。
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三
、
基
礎
的
事
項

　

保
育
所
は
、
保
護
者
が
就
労
な
ど

の
た
め
に
子
ど
も
の
保
育
が
で
き
な

い
場
合
に
、
家
庭
に
代
わ
っ
て
保
育

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
児
童
福
祉

施
設
で
す
。
児
童
福
祉
法
に
よ
り
、

保
育
の
実
施
主
体
は
市
町
村
と
定
め

ら
れ
て
お
り
、
保
育
所
の
入
所
受
付

は
市
町
村
が
行
い
、
保
育
も
市
町
村

の
責
任
で
実
施
し
ま
す
。
よ
っ
て
、

運
営
が
民
間
法
人
で
あ
っ
て
も
市
町

村
で
あ
っ
て
も
保
育
の
実
施
主
体
は

市
町
村
で
あ
り
、
ま
た
保
育
料
や
保

育
所
開
所
日
と
い
っ
た
基
本
的
枠
組

み
は
公
立
も
私
立
も
同
じ
で
す
。

　

し
か
し
、
公
立
保
育
所
と
私
立
保

育
所
の
運
営
に
係
る
費
用
に
は
大
き

な
開
き
が
あ
り
ま
す
。

　

市
児
童
一
人
当
た
り
の
運
営
費

（
平
成
十
六
年
度
実
績
）
に
つ
い
て

は
公
立
保
育
所
の
平
均
十
一
万
千
円

／
月
に
対
し
て
私
立
保
育
所
は
平
均

七
万
九
千
円
／
月
と
公
立
は
私
立
の

1.4
倍
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
つ
が

る
市
だ
け
で
な
く
全
国
的
な
傾
向
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

四
、
民
営
化
等
の
手
法

　

⑴　

移
管
先
の
選
定
・
決
定

　

保
育
所
運
営
の
安
定
化
及
び
継

続
性
を
確
保
す
る
点
や
保
育
所
運

営
の
こ
れ
ま
で
の
実
績
、
信
頼
性
、

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
送
迎
バ
ス
等

を
考
慮
し
、
市
内
の
社
会
福
祉
法

人
、
学
校
法
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等

（
営
利
法
人
を
除
く
）
を
候
補
者

と
し
、
原
則
と
し
て
公
募
に
よ
る

も
の
と
し
ま
す
。

　

選
定
に
あ
た
っ
て
は
、「
法
人

選
定
委
員
会
等
（
客
観
的
、
専
門

的
観
点
か
ら
選
考
で
き
る
委
員
で

構
成
）」
を
設
置
し
、
決
定
は
市

が
行
い
ま
す
。

　

⑵　

移
管
方
法

○ 

現
在
の
施
設
を
そ
の
ま
ま
利
用

で
き
る
場
合

・
土　

地　

無
償
貸
与

・ 
建　

物　

無
償
貸
与
又
は
無
償

譲
渡

・
備　

品　

無
償
譲
渡

（
建
物
の
修
繕
等
が
必
要
な
場
合

は
市
側
で
整
備
の
上
譲
渡
又
は
貸

与
し
ま
す
。）

○ 

建
物
の
老
朽
化
や
入
所
児
童
数

の
極
端
な
減
少
傾
向
に
あ
り
施

設
を
廃
止
す
る
場
合

　

① 

既
存
の
公
立
保
育
所
へ
統
合

す
る
場
合

　

・
備　

品　

統
合
先
へ

　

② 

私
立
保
育
所
（
園
）
に
児
童

を
引
受
け
て
も
ら
う
場
合

　

・
備　

品　

引
受
先
へ
無
償
譲
渡

○ 

移
転
、
建
替
え
の
際
に
民
営
化

等
す
る
場
合

・
土　

地　

無
償
貸
与

・
建
設
費　

 

国
県
と
協
調
し
て
補

助
金
を
交
付
す
る

　

⑶　

保
育
士
等
の
配
置

　

保
育
士
等
（
市
職
員
）
は
他
公

立
保
育
所
へ
の
配
属
を
基
本
と
し
、

延
長
保
育
等
の
サ
ー
ビ
ス
拡
充
の

た
め
の
人
的
体
制
の
整
備
を
図
り

ま
す
。
ま
た
必
要
に
応
じ
て
他
部

局
へ
の
配
置
換
え
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
な
お
、
臨
時
職
員
等
に
つ
い

て
は
、
本
人
の
意
向
に
応
じ
て
受

託
先
の
民
間
法
人
で
引
続
き
雇
用

し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
条
件
に

協
議
し
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
基
本
的
な
考
え

方
で
あ
り
、
各
保
育
所
の
実
態
等

に
応
じ
て
そ
の
都
度
協
議
し
て
い

く
も
の
と
し
ま
す
。

　

⑷　

引
継
ぎ
保
育
に
つ
い
て

　

民
間
法
人
へ
の
運
営
の
引
継
ぎ

は
、
十
分
な
期
間
を
か
け
て
行
い

ま
す
。
こ
の
期
間
中
に
市
職
員
と

民
間
職
員
と
が
同
時
に
保
育
に
あ

た
る
期
間
を
設
け
る
な
ど
、
丁
寧

な
保
育
内
容
の
引
継
ぎ
と
研
修
を

実
地
で
行
い
ま
す
。

五
、
公
立
保
育
所
の
今
後
の
方
針

　

平
成
十
九
年
四
月

　

対
象
施
設

　
　

千
年
保
育
所

　
　

・
廃
止
（
老
朽
化
）

　
　

・
児
童
引
受
先
の
保
育
所
を
選
定

　
　

繁
田
保
育
所

　
　

・ 

民
営
化
（「
地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
」
は
継
続
）

　
　

・
移
管
先
法
人
を
選
定

　

平
成
二
十
年
四
月
〜

　

対
象
施
設

　
　

車
力
保
育
所

　
　

・ 

車
力
保
育
所
を
廃
止
し
、
富
萢

保
育
所
、
牛
潟
保
育
所
に
統
合

　

平
成
二
十
〜
二
十
二
年
度

　

対
象
施
設

　
　

 

柴
田
保
育
所
・
川
除
保
育
所
・

丸
山
保
育
所

　
　

・
廃
止
（
老
朽
化
）

　
　

・
児
童
引
受
先
の
保
育
所
を
選
定

　

平
成
二
十
三
年
以
降
も
車
力
地
区

の
保
育
所
、
柏
地
区
の
保
育
所
、
森

田
保
育
所
に
つ
い
て
も
民
営
化
や
統

廃
合
を
段
階
的
に
実
施
し
て
い
く
方

針
と
い
た
し
ま
す
。

六
、
財
政
効
果
に
つ
い
て

　

財
政
効
果
（
抑
制
額
）
は
、
平
成

十
九
〜
二
十
三
年
度
の
五
年
間
で
約

二
億
八
千
万
円
の
財
政
効
果
が
見
込

ま
れ
ま
す
。
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◎
説
明
会
に
お
け
る

　

質
疑
応
答

一 

、
保
育
所
民
営
化
・
廃
止
に
つ

い
て

問
１　

千
年
保
育
所
は
廃
止
で
は
な

く
、
定
員
を
二
十
名
ぐ
ら
い
に

下
げ
て
存
続
で
き
な
い
の
で
す

か
？

答
１　

千
年
保
育
所
は
老
朽
化
で
施

設
管
理
に
お
い
て
も
大
変
厳
し

い
状
況
に
あ
り
、
定
員
を
減
員

し
て
も
財
政
効
果
が
低
く
、
保

育
所
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
は

難
し
い
と
考
え
ま
す
。

問
２　

合
併
時
に
も
保
育
所
統
廃
合

の
話
は
あ
っ
た
の
で
す
か
？

答
２　

合
併
時
に
も
、
い
ろ
い
ろ
な

合
併
協
議
事
項
の
中
で
保
育
所

統
廃
合
の
話
は
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　

ま
た
「
次
世
代
育
成
支
援
地

域
行
動
計
画
」
策
定
時
に
も
示

し
て
い
ま
す
。

問
３　

民
営
化
は
決
定
し
た
よ
う
だ

が
、
住
民
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト

は
あ
る
の
で
す
か
？

答
３　

公
立
の
場
合
は
、
事
業
実
施

ま
で
非
常
に
時
間
を
要
し
ま
す

が
、
私
立
の
場
合
は
園
長
（
経

営
者
）
の
方
針
で
多
様
な
サ
ー

ビ
ス
を
迅
速
に
実
施
し
、
独
自

に
が
ん
ば
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。

問
４　

こ
の
計
画
は
決
定
事
項
な
の

で
す
か
？

　
　
　

住
民
が
反
対
し
た
場
合
は
、

民
営
化
計
画
は
な
く
な
る
の
で

す
か
？

答
４　

基
本
的
に
は
こ
の
計
画
で
ご

理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問
５　

こ
の
計
画
で
、
稲
垣
地
区
が

一
番
最
初
に
実
施
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
う
し
て

で
す
か
？

答
５　

施
設
の
老
朽
化
、
充
足
率
、

子
供
の
出
生
数
、
保
育
士
の
年

齢
構
成
等
を
勘
案
し
て
計
画
を

策
定
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
平

成
二
十
年
度
以
降
も
車
力
、
木

造
地
区
の
保
育
所
に
つ
い
て
も

廃
止
、
統
廃
合
を
実
施
し
て
い

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

二
、
保
護
者
説
明
会
に
つ
い
て

問
１　

説
明
会
の
日
程
、
通
知
配
布

が
遅
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
で
す

か
？

答
１　

民
営
化
計
画
の
公
表
か
ら
説

明
会
開
催
の
周
知
の
期
間
が
短

す
ぎ
た
の
は
大
変
申
し
訳
な
い

と
思
い
ま
す
。

　
　
　

稲
垣
地
区
に
つ
い
て
は
、
出

来
る
だ
け
早
い
時
期
、
い
の
一

番
に
説
明
会
を
開
催
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

問
２　

今
後
も
説
明
会
を
開
催
し
て

い
た
だ
け
る
の
で
す
か
？

答
２　

保
護
者
・
地
域
の
方
か
ら
の

要
望
が
あ
れ
ば
、
皆
さ
ん
に
十

分
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
に
も
、

今
後
も
要
望
に
応
じ
て
説
明
会

等
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問
３　

保
護
者
や
住
民
に
対
し
て
ア

ン
ケ
ー
ト
等
は
実
施
し
た
の
で

す
か
？

答
３　

行
政
改
革
関
連
で
、
民
営
化

等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
実
施
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
市
総
合
計
画
策

定
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
子

育
て
関
連
の
項
目
を
参
考
に
し

て
あ
り
ま
す
。

問
４　

説
明
会
で
の
意
見
を
、
集
約

し
て
公
表
し
て
い
た
だ
き
た
い

の
で
す
が
。

答
４　

今
回
の
説
明
会
で
出
さ
れ
た

意
見
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
広

報
つ
が
る
に
掲
載
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

三 

、
児
童
へ
の
影
響
・
対
応
に
つ

い
て

　
問
１　

保
育
環
境
の
変
化
で
、
児
童

へ
の
負
担
が
大
き
く
な
る
と
思

う
が
、
引
継
ぎ
保
育
は
ど
の
よ

う
に
や
っ
て
い
く
の
で
す
か
？

答
１　

繁
田
保
育
所
の
民
営
化
の
際

に
、
現
在
の
先
生
方
と
私
立
の

先
生
方
が
一
緒
に
保
育
に
当

た
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

引
継
ぎ
保
育
の
期
間
は
一
月

か
ら
三
月
ま
で
の
三
ヶ
月
間
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

問
２　

千
年
保
育
所
は
引
き
継
ぎ
先

も
無
け
れ
ば
、
引
継
ぎ
保
育
も

な
い
の
で
す
か
？

答
２　

入
所
先
と
の
引
継
ぎ
保
育
を

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

そ
の
た
め
に
来
年
度
の
募
集

時
期
を
早
め
て
、
入
所
先
を
決

め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

四
、
計
画
実
施
後
の
対
応
に
つ
い
て

問
１　

千
年
保
育
所
廃
止
後
の
児
童

の
入
所
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
な
る
の
で
す
か
？

答
１　

基
本
的
に
は
、
つ
が
る
市
内

の
他
保
育
所
に
受
け
入
れ
て
も

ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
広

域
保
育
等
で
ど
こ
の
保
育
所
で

も
入
所
は
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
。

問
２　

保
育
所
廃
止
後
の
児
童
の
送

迎
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
で
す

か
？

答
２　

民
営
化
し
て
も
、
稲
垣
地
区

の
二
公
立
保
育
所
で
所
有
し
て

い
る
園
児
バ
ス
を
無
償
貸
与
す

る
こ
と
で
、
今
ま
で
ど
お
り
園

児
バ
ス
で
の
送
迎
の
確
保
に
努

め
る
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。

問
３　

千
年
保
育
所
を
廃
止
し
て
、

い
な
ほ
保
育
所
の
受
入
態
勢
は

大
丈
夫
な
の
で
す
か
？

答
３　

い
な
ほ
保
育
園
も
繁
田
保
育

所
も
現
在
は
、
定
員
割
れ
の
状

態
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

稲
垣
地
区
の
児
童
の
受
け
入
れ

態
勢
は
大
丈
夫
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。 

　

七
月
二
十
四
日
か
ら
三
日
間
、
千
年
保
育
所
（
参
加
者
十
六
名
）、
繁
田

保
育
所
（
参
加
者
九
名
）、
稲
穂
い
こ
い
の
里
（
参
加
者
九
名
）
で
公
立
保

育
所
民
営
化
等
保
護
者
・
地
域
住
民
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

繁田保育所で行われた保護者説明会

　

公
立
保
育
所
民
営
化
等

保
護
者
・
地
域
住
民
説
明
会　
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愛知県で特産メロンをPR 県知事に平成19年度重点事業を要望説明

救命率のさらなる向上へ 第15回記念@ffあおもり映画祭
「縄文メロンアワード2006」を開催

救助技術大会で全国大会出場

　つがるブランドの全国的な知名度アップ、販売促進の
ため、7 月 22、23 日の両日、名古屋市と春日井市の大
型スーパーでつがる市特産メロン (タカミ、ホームラン )
の試食・販売会を開きました。
　福島市長が、つがる市の紹介やメロンなどの農産物をPR
し、また、三味線の演奏などが行われ、大勢の買い物客が
列をつくり、準備したメロン千個が瞬く間に売れました。

　7月26日県庁において、平成19年度つがる市重点
事業要望説明会を開催しました。当市が最重点事
業に掲げる農産物ブランド化の推進、土地改良事
業に係る農家負担の軽減、弘前・柏線バイパスの
早期完成、十三湖河口域掘削推進等について、市
長より県知事へ説明をおこなうとともに事業の推
進について要望しました。

　平成18年7月18日、高度救急
救命処置である「医師の具体
的指示下での薬剤投与(心臓機
能停止の傷病者に対し、医師
の具体的な指示のもと「エピネ
フリン」という薬剤を投与する
処置)ができる救急救命士」と
して青森県メディカルコント
ロール協議会より、つがる市消防署勤務の秋田谷秀司救命
士が認定され、平成18年8月中旬より地域住民の救命率のさ
らなる向上に貢献できるようになります。
　秋田谷さんは「研修、実習で習得した事をもとに市民の
救命率向上のため救急業務に励みたい」と話していました。

　6月29日、青森県救助技術
大会が県消防学校で開催され、
はしご登はん(自己確保ロー
プを身体に結着し、15メート
ルのはしごを登り、タイムを
競う種目)の部で、つがる市
消防署柏分署勤務の神陽介消
防士が1位となり、見事全国

大会出場を決め、8月24日札幌で開催の全国大会に向け
て訓練に励んでいます。
　神さんは「全国大会に向けて日頃より訓練に励んで、
成果を十分発揮できるよう頑張りますのでよろしくお願
いします」と話していました。

　 7 月 8 日、「松の
館」において縄文メ
ロンアワード2006が
開催され多くの市民
が訪れていました。
　今年は、「俳優・
哀川翔特集」として
行なわれ三作品を上
映し、最後に本人を
迎えて楽しいトーク
ショーが行なわれま
した。トークショー
には、哀川翔さん(写真左)と青森市出身の俳優・宮
本大誠さん(写真中)をゲストに迎え約40分間のトー
クで盛り上がりました。
　哀川さんは「つがる市民の熱い思いでこの、津
軽平野をトラックで走りたいですネー」と、宮本
さんは「また、遊びに来たいのでよろしくお願い
します」とつがる市の感想を述べていました。
また、佐藤助役より「つがる市では全国にメロン
を発信したいと思っておりますので、よろしくお
願いします。」と二人につがるメロンをプレゼント
し、つがる市をPRしました。
　最後に、つがる市民へ「映画祭でつがる市に来
れたことはうれしいですし、一人でも映画好きが
生まれてくれれば最高です。」とメッセージをくれ
ました。
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こ
れ
ま
で
、
つ
が
る
市
民
の
健
康

状
態
の
特
徴
と
、
健
診
で
「
肥
満
」

と
判
定
さ
れ
る
人
が
年
々
増
加
し
て

い
る
こ
と
や
、
そ
れ
に
対
す
る
市
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
肥
満
」
に
つ
い
て
も

う
少
し
皆
さ
ん
に
知
っ
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

あ
な
た
は
太
っ
て
い
る
？

　

肥
満
の
判
定
は
、
様
々
な
指
標
が

あ
り
ま
す
が
、
市
の
健
診
で
も
使
わ

れ
て
い
る
の
が
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
指
数
で
す
。

　

こ
れ
は
身
長
か
ら
見
た
体
重
の
割

合
を
示
す
体
格
指
数
で
、
世
界
中
で

用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
Ｂ
Ｍ
Ｉ
値
が
22
の
時
、
最
も

病
気
に
か
か
り
に
く
い
と
い
う
調
査

結
果
か
ら
、
22
を
基
準
値
と
し
、
25

以
上
は
肥
満
の
判
定
に
な
り
ま
す
。

ま
た
適
正
体
重
は
、
肥
満
の
解
消
を

目
標
に
す
る
と
き
、
目
安
の
ひ
と
つ

と
な
り
ま
す
。

最
近
ベ
ル
ト
が
き
つ
い
？

　
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
・
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
」
と
い
う
言
葉
を
皆
さ
ん
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
、
特
に
お
な

か
ま
わ
り
に
内
臓
脂
肪
が
つ
く
タ
イ

プ
の
肥
満
で
最
近
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
頃
、
ベ
ル
ト
が
き
つ
く
な
っ

て
き
た
方
、
お
な
か
ま
わ
り
の
ぜ
い

肉
が
気
に
な
る
方
は
、
さ
っ
そ
く
、

お
な
か
ま
わ
り
が
何
セ
ン
チ
か
測
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。

　

お
な
か
の
一
番
出
て
い
る
部
分

（
へ
そ
の
位
置
）
に
メ
ジ
ャ
ー
を
当

て
ま
す
。
さ
あ
、
何
セ
ン
チ
で
し
た

か
？

　

こ
の
お
な
か
ま
わ
り
の
測
定
値
に

よ
っ
て
、
内
臓
に
脂
肪
が
ど
の
位
つ

い
て
い
る
の
か
判
断
で
き
ま
す
。

　

内
臓
脂
肪
が
つ
く
タ
イ
プ
の
肥
満

は
、
脳
卒
中
や
心
臓
病
と
い
っ
た
重

大
な
病
気
の
原
因
に
な
る
動
脈
硬
化

を
引
き
起
こ
す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
な
か
ま
わ
り
が
男
性
で
85
㎝
以

上
、
女
性
で
90
㎝
以
上
あ
っ
た
方
は
、

レ
ッ
ド
カ
ー
ド
！
今
す
ぐ
肥
満
解
消

の
た
め
の
行
動
を
。

運
動
で
内
臓
脂
肪
を
減
ら
そ
う

　

内
臓
脂
肪
を
減
ら
す
た
め
に
は
、

今
よ
り
も
「
よ
く
体
を
動
か
す
」
こ

と
を
意
識
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
り

ま
す
。

●
テ
レ
ビ
を
み
な
が
ら
体
操

● 

布
団
干
し
、
拭
き
掃
除
な
ど
の
家

事
を
積
極
的
に
行
う

● 

駐
車
場
で
は
、
遠
く
に
止
め
て
歩

く　
●
階
段
を
使
う

● 

昼
休
み
な
ど
休
憩
時
間
に
散
歩
を

す
る

● 

歯
み
が
き
を
し
な
が
ら
、
つ
ま
先

立
ち

と
い
う
よ
う
に
、
普
段
の
生
活
の
中

に
も
体
を
動
か
す
場
面
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

　

運
動
不
足
を
感
じ
て
い
る
人
は
多

い
で
す
が
「
時
間
が
な
い
か
ら
」「
面

倒
く
さ
く
て
」
と
実
践
で
き
て
い
な

い
人
も
多
い
の
で
す
。「
○
○
し
な

が
ら
運
動
」
か
ら
は
じ
め
て
み
ま
せ

ん
か
。汗

を
か
い
て
気
分
爽
快

　

七
月
十
二
日
、「
ナ
イ
タ
ー
シ
ェ

イ
プ
ア
ッ
プ
教
室
」
の
二
回
目
が
松

の
館
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
個
人
の
体
力
ア
ッ

プ
や
肥
満
解
消
、
仕
事
の
疲
れ
や
ス

ト
レ
ス
の
解
消
を
目
指
し
て
、
月
二

回
水
曜
の
夕
方
開
催
さ
れ
て
い
る
運

動
教
室
で
、
今
年
度
い
っ
ぱ
い
行
わ

れ
ま
す
。
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を
中
心
と

し
た
有
酸
素
運
動
と
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
の
三
つ
の

運
動
を
組
み
合
わ
せ
、
約
一
時
間
半

汗
を
流
し
ま
す
。　
　

　

こ
の
日
参
加
し
て
い
た
四
十
歳
代

の
男
性
は
、「
こ
ん
な
年
齢
に
な
っ
た

が
、
何
に
で
も
挑
戦
し
て
み
た
か
っ

た
か
ら
」
と
教
室
に
参
加
し
た
き
っ

か
け
を
話
し
、
運
動
を
し
て
み
て
か

ら
は
「
普
段
は
汗
を
か
く
こ
と
が
ほ

と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
、
終
わ
っ
た

後
は
体
ス
ッ
キ
リ
。
後
半
の
筋
ト
レ

で
三
日
間
筋
肉
痛
」
と
感
想
を
述
べ

て
い
ま
し
た
。

　

仕
事
以
外
で
、
体
を
動
か
し
汗
を

か
く
と
い
う
こ
と
は
、
普
段
の
生
活

で
は
味
わ
え
な
い
爽
快
感
が
、
あ
な

た
の
体
も
心
も
す
っ
き
り
さ
せ
て
く

れ
る
の
で
す
。

☆
問
い
合
わ
せ

　

健
康
推
進
課 

℡
四
二－

二
〇
四
四

　

ま
た
は
、
各
支
所
保
健
師
ま
で

心地良いリズムに合わせて…
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●
合
併
浄
化
槽
の
費
用
の
補
助
に

　

つ
い
て

　

市
で
は
、
公
共
下
水
道
認
可
区
域
外
及
び
農

業
集
落
排
水
実
施
区
域
外
に
お
い
て
、
既
設
単

独
浄
化
槽
又
は
既
設
汲
み
取
り
便
所
か
ら
合
併

浄
化
槽
へ
設
置
換
え
を
行
う
方
に
対
し
て
補
助

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

合
併
浄
化
槽
は
、し
尿
と
生
活
排
水
（
台
所
・

風
呂
・
洗
濯
な
ど
の
雑
排
水
）
を
併
せ
て
処
理

す
る
た
め
の
設
備
で
す
。

■
補
助
金
の
対
象
と
な
る
建
物

　

専
用
住
宅
（
主
に
住
居
の
用
に
供
す
る
建
物

で
、
店
舗
等
の
床
面
積
が
総
床
面
積
の
二
分
の

一
未
満
で
あ
る
供
用
住
宅
を
含
む
建
物
）

　

※ 

専
用
住
宅
を
新
た
に
建
設
し
、
合
併
浄
化

槽
を
設
置
す
る
方
に
つ
い
て
は
、
対
象
外

で
す
。

■
補
助
金
の
対
象
区
域

　

つ
が
る
市
全
域
で
、
公
共
下
水
道
認
可
区
域

外
及
び
農
業
集
落
排
水
実
施
区
域
外
を
対
象
区

域
と
し
ま
す
。

■
補
助
金
の
額

　

五
人
槽　
　
　
　
　

十
八
万
六
千
円

　

六
〜
七
人
槽　
　

二
十
一
万
九
千
円

　

八
〜
十
人
槽　
　

二
十
七
万
六
千
円

■
平
成
十
八
年
度
（
今
年
度
）
受
付
基
数

　
　

概
ね
七
基
程
度

　

※
規
定
数
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
し
ま
す
。

●
下
水
道
加
入
の
お
願
い

　

下
水
道
は
家
庭
の
生
活
雑
排
水
、
し
尿
及
び

汚
泥
な
ど
の
汚
水
を
処
理
す
る
も
の
で
、
周
辺

の
生
活
環
境
の
改
善
、
用
排
水
路
や
河
川
の
汚

れ
を
防
ぐ
も
の
で
す
。

　

ま
だ
下
水
道
に
加
入
さ
れ
て
な
い
方
は
、
ぜ

ひ
加
入
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
水
洗
化
工
事
を
す
る
方
へ
の
融
資
斡

旋
も
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

※　

融
資
斡
旋
対
象

　

・
供
用
開
始
さ
れ
て
か
ら
五
年
以
内
の
地
区

　

・
一
工
事
当
た
り
六
十
万
円
ま
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所　

下
水
道
課

　

電
話　

四
二－

二
五
九
三

 

再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー

　

就
職
を
希
望
し
、
就
職
に
向
け
て
準
備
を
し

て
い
る
人
を
対
象
に
「
マ
ザ
ー
リ
ン
グ
＆
フ
ァ

ミ
リ
ー
ナ
ー
シ
ン
グ
研
究
所
長
竹
永
和
子
氏
」

の
講
演
を
左
記
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

 

九
月
十
二
日
（
火
）
午
後
一
時
三
十

分
か
ら
午
後
三
時
三
十
分

と
こ
ろ　

ア
ウ
ガ
五
階
研
修
室

　
　
　
　

青
森
市
新
町
一
丁
目
三
番
七
号

内　

容　

講
演　

仕
事
と
家
庭
の
両
立

　
　
　
　
　
　
　

 

（
再
就
職
の
夢
を
実
現
す
る

　

た
め
に
）

定　

員　

七
十
名

　
　
　
　

希
望
に
よ
り
託
児
を
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
一
歳
〜
未
就
学
児
）

受
講
料
・
託
児　

無
料

申
込
み　

九
月
八
日
（
金
）
ま
で
に

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
（
財
）
２１
世
紀
職
業
財
団
青
森
事
務
所

　

電
話　

〇
一
七－

七
七
六－

二
〇
二
八

出
稼
者
安
全
就
労
推
進
集
会
の

開
催
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　

　

市
で
は
「
安
全
で
明
る
い
出
稼
」
を
推
進
す

る
た
め
、
出
稼
者
安
全
就
労
推
進
集
会
を
開
催

し
ま
す
。

日　

時　

九
月
四
日
（
月
）

　
　
　
　

午
後
〇
時
三
十
分
か
ら　

健
康
診
査

　
　
　
　

午
後
二
時
か
ら　
　
　
　

推
進
集
会

場　

所　

生
涯
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
「
松
の
館
」
交
流
ホ
ー
ル

　

※ 

集
会
終
了
後
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
竹
谷

美
和
子
シ
ョ
ー
）
が
あ
り
ま
す
の
で
、
出

稼
ぎ
予
定
者
、
留
守
家
族
の
方
々
は
お
誘

い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所　

市
民
課

　

電
話　

四
二－

一
一
〇
八

戦
後
海
外
か
ら
引
き
揚
げ
て

来
ら
れ
た
方
々
へ　
　
　
　

　

税
関
で
は
、
戦
後
、
海
外
か
ら
引
き
揚
げ
て

来
ら
れ
た
方
々
か
ら
お
預
か
り
し
た
、
約
八
十

七
万
件
余
り
の
左
記
の
よ
う
な
未
返
還
の
保
管

証
券
類
を
お
返
し
し
て
お
り
ま
す
。

　

・ 

終
戦
後
、
海
外
か
ら
引
き
揚
げ
て
来
ら
れ

た
方
々
が
、
上
陸
地
の
税
関
・
海
運
局
に

預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
。

　

・ 

帰
国
前
に
樺
太
（
真
岡
、
大
泊
、
豊
栄
、

留
多
加
な
ど
）、
満
州
（
瀋
陽
、
吉
林
、

撫
順
、
鞍
山
な
ど
）
に
あ
っ
た
在
外
公
館
、

日
本
人
自
治
会
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証

券
等
の
う
ち
日
本
に
返
還
さ
れ
た
も
の
。

『
保
管
証
券
類
と
は
…
』

　

税
関
が
保
管
し
て
い
る
通
貨
・
証
券
類
に
は
、

携
帯
輸
入
が
禁
止
さ
れ
た
一
定
額
を
越
え
た
も

の
に
つ
い
て
上
陸
港
で
引
揚
者
か
ら
税
関
が
預

か
っ
た
「
上
陸
港
扱
い
の
保
管
物
件
」。
外
地

か
ら
の
引
き
揚
げ
の
際
、
在
外
公
館
又
は
日
本

人
自
治
会
へ
寄
託
さ
れ
、
最
終
的
に
税
関
に
移

管
さ
れ
た
「
外
地
扱
い
の
保
管
物
件
」
が
あ
り

ま
す
。

　

返
還
の
請
求
は
ご
本
人
だ
け
で
な
く
ご
家
族

の
方
々
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。「
も
し
か
し
た

ら
…
」
と
お
気
づ
き
の
方
は
、
お
気
軽
に
最
寄

の
税
関
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

青
森
税
関
支
署
（
青
森
市
青
柳
一
丁
目

　

－

二
青
森
港
湾
合
同
庁
舎
）

電
話　

〇
一
七－

七
三
四－

〇
七
八
〇
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労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
は

お
す
み
で
す
か　
　
　
　
　

　

労
働
保
険
と
は
労
働
者
が
失
業
し
た
場
合
に

生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
の
失
業
給
付
を
行
な

う
雇
用
保
険
と
労
働
災
害
に
よ
り
負
傷
等
し
た

場
合
の
補
償
を
行
な
う
労
災
保
険
か
ら
な
っ
て

い
ま
す
。　

労
働
保
険
は
農
林
水
産
業
の
一
部

を
除
き
、
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
れ

ば
、
そ
の
事
業
主
は
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
十
月
を
労
働
保
険
適
用
促

進
月
間
と
定
め
て
、
広
く
周
知
し
加
入
促
進
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
加
入
手
続
を
さ
れ
て
い
な
い
事
業
主
の

方
は
、
今
す
ぐ
加
入
手
続
き
を
さ
れ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。（
手
続
き
を
行
な
わ
な
い
場
合
、

職
権
に
よ
り
強
制
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。）

加
入
手
続
き
の
ご
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
五
所
川
原

　

適
用
係（
五
所
川
原
公
共
職
業
安
定
所
）

電
話　

三
四－

三
一
七
一

　

動
物
ふ
れ
あ
い

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル2

0
0
6

　

今
年
四
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
県
動
物
愛
護
セ

ン
タ
ー
で
は
、
一
般
開
放
に
あ
た
り
「
動
物
ふ

れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
左
記
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

日
時　

九
月
二
十
三
日
（
土
）
午
前
十
時
か
ら

　
　
　

午
後
四
時

場
所　

青
森
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

内
容　

一
般
開
放
セ
レ
モ
ニ
ー
、
動
物
供
養
塔

　
　
　

除
幕
式
、
乗
馬
体
験
、
犬
の
し
つ
け
方
、

　
　
　

子
豚
レ
ー
ス
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

　

青
森
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　
（
青
森
市
大
字
宮
田
字
玉
水
一
一
九-

一
）

電
話
〇
一
七－

七
二
六－

六
一
〇
〇

 h
ttp
://w

w
w
.a
o
m
o
ri-a
n
im
a
l.jp
/

個
人
事
業
税
の
納
付
に
つ
い
て

　

県
で
は
、
事
業
を
行
な
っ
て
い
る
個
人
で
、

一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
方
に
、
個
人
事
業
税

の
納
税
通
知
書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　

第
一
期
の
納
期
は
八
月
三
十
一
日
（
木
）
で

す
の
で
、
お
近
く
の
金
融
機
関
な
ど
で
早
め
に

収
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　

五
所
川
原
県
税
事
務
所
課
税
課

電
話　

三
四－

三
一
四
一

　

ほ
っ
と
ウ
ィ
ー
ク

〜
夏
に
は
連
続
休
暇
を
〜

　

夏
は
暑
さ
の
た
め
に
疲
労
が
蓄
積
し
や
す
く
、

十
分
な
休
養
が
必
要
で
す
。

　

学
校
は
夏
休
み
に
入
り
、
家
族
と
の
ふ
れ
あ

い
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
い
機
会
で
す
。

　

い
い
仕
事
は
、
い
い
休
み
か
ら
生
ま
れ
ま
す
。

　

年
次
有
給
休
暇
の
計
画
的
付
与
、
特
別
休
暇

や
週
休
日
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

夏
季
に
お
け
る
一
週
間
か
ら
十
日
程
度
の
連
続

休
暇
の
実
施
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　

青
森
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督
課

　

電
話　

〇
一
七－

七
三
四－

四
一
一
二

　

平
成
十
八
年
度

  

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

開
催
日
時　

九
月
十
六
日
（
土
）

　
　

午
前
の
部　

午
前
十
時
〜
正
午

　
　

午
後
の
部　

午
後
一
時
〜
午
後
三
時

開
催
内
容　
「
も
の
づ
く
り
」
の
体
験

　

 

生
産
技
術
科
・
制
御
技
術
科
・
電
子
技
術
科
・

情
報
技
術
科
の
四
科
に
つ
い
て
、
個
々
に
体

験
し
ま
す
。
午
前
・
午
後
に
ま
た
が
っ
て
の

体
験
も
可
能
で
す
。

応
募 

方
法　

九
月
十
一
日
（
月
）
ま
で
に
電
話

で
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格　

生
徒
及
び
保
護
者
（
先
生
も
可
）

バ
ス
送
迎　

五
所
川
原
駅
発
午
前
九
時
三
十
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
０
時
三
十
分

　
　
　
　
　

青
森
短
大
校
発
午
後
０
時
十
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
二
時
十
分

問
い
合
わ
せ
先

　

青
森
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校

電
話　

三
七－

三
二
〇
一

「市税」の納め忘れはありませんか
　市役所収納課では、市税の納め忘れを防ぐため、納期限までに納付されない納税者

に対し、納期限の翌月に「督促状」を発行しています。

　納期限を過ぎてから納付しますと納期（期別）ごとに「督促手数料（１００円）」が徴

収されますので、納め忘れに充分注意してください。詳しくは、お手元の「納税通知書」

の裏面をご覧下さい。

　なお、８月は「市・県民税２期」と「国民健康保険税２期」の納期となっています。

問い合わせ先　　市役所収納課収納係　電話 ４２－２１６３

つがる市米の食味コンクール１０月開催決定！（詳細は後日）
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宅
地
分
譲
現
地
相
談
会
に
つ
い
て

　　

宅
地
分
譲
現
地
相
談
会
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

日　

時　

九
月
九
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時

場　

所　

き
づ
く
り
・
秋
桜
団
地

　
　
　
　
（
現
地
テ
ン
ト
）

区
画
数　

二
四
区
画　

　
　
　
　

二
六
二
㎡
（
七
九
・
三
坪
）
〜

　
　
　
　

三
五
〇
㎡
（
一
〇
五
・
八
坪
）

　
　
　
　

二
六
三
万
円
〜
三
三
六
万
円

申
込
順
に
よ
り
購
入
者
を
決
定

　

午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後
五
時

　

 （
土
・
日
・
祝
日
及
び
十
二
月
二
九
日
か
ら
一

月
三
日
ま
で
は
休
み
。）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所　

管
財
課

　

電
話　

四
二－

二
三
九
四

　

又
は

　

青
森
県
住
宅
供
給
公
社
住
宅
部
住
宅
企
画
課

電
話　

〇
一
七－

七
二
三－

一
六
二
七

第
一
回
環
境
ま
ん
が
展
作
品
募
集

　

青
森
発
の
ま
ん
が
展
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
貴

重
な
自
然
環
境
を
意
識
し
つ
つ
、〝
守
る
・
保
つ
〞

と
い
う
意
識
高
揚
が
図
ら
れ
る
よ
う『
ま
ん
が
』

の
も
つ
ユ
ー
モ
ア
な
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ　
「
森
」

対　

象　

 

県
内
在
住
者
の
方（
但
し
、ア
マ
チ
ュ

ア
の
方
に
限
り
ま
す
）

部　

門　

一
般
部
門
（
高
校
生
以
上
）

　
　
　
　

ジ
ュ
ニ
ア
部
門
（
中
学
生
以
下
）

応
募
締
め
切
り　

十
月
三
十
一
日
（
火
）

問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
青
森
編
集
会
議

電　

話　

〇
一
七－

七
八
二－

一
二
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
一
七－

七
六
一－

一
八
六
九

Ｅ
メ
ー
ル　

a
e
c
＠
a
o
m
o
ri-e
c
.c
o
m

  h
ttp
://a
o
m
o
ri-e
c
.c
o
m
/

 
市
営
住
宅
入
居
募
集

　
①
公
営
住
宅
（
二
軒
）

　
　

車
力
地
区　

中
塚
２
号
団
地
10
号

　
　
　
　
　
　
　

豊
富
２
号
団
地
１
号

②
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
一
軒
）

　
　

森
田
地
区　

月
見
野
丘
団
地
特
３
号

募
集
期
間　

八
月
十
七
日
〜
九
月
五
日

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所　

建
築
住
宅
課

電
話
四
二－

二
六
四
八

子
ど
も
の
犯
罪
被
害
を
防
ぐ
た
め
に

　

子
ど
も
が
遊
び
に
い
く
時
は
、
誰
と
ど
こ

に
行
く
の
か
、
何
時
に
帰
る
の
か
確
認
し
、

万
一
の
時
の
防
犯
ブ
ザ
ー
も
忘
れ
ず
に
持
た

せ
ま
し
ょ
う
。

日　時　　平成１８年９月９日（土）
　　　　　開場／午後５時３０分　開演／午後６時３０分
場　所　　つがる市生涯学習交流センター「松の館」
入　場　　無料（ なお、入場は開場時間に合わせ先

着順（４８０人）となります）

“パ シ フ ィッ ク・
ショーケース”は「米
国空軍太平洋音楽隊
－アジア」のジャズ
バンドグループで米
空軍の音楽親善大使
として演奏活動を
行っています。

　ビックバンドグループ“パシフィック・ショー
ケース”の奏でる本場のスィングジャズ演奏会が
開催されます。

問い合わせ先　　市役所　総務課　　　　　　電話 ４２－２１１１（３４５）
　　　　　　　　市教育委員会　生涯学習課　電話 ４２－１２００ 　　
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龍　　王龍　　王

つ
が
る
市
ネ
ブ
タ
ま
つ
り

７
月
２７
日
か
ら
２９
日
ま
で

「
つ
が
る
市
ネ
ブ
タ
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
、
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

７
月
２７
日
か
ら
２９
日
ま
で

「
つ
が
る
市
ネ
ブ
タ
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
、
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

八幡太郎義家
後三年の合戦
八幡太郎義家
後三年の合戦
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町
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ネ
ブ
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賞

商
工
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観
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協
会
長
賞

ネ
ブ
タ
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作
賞

項羽の馬投げ項羽の馬投げ

前 船弁慶/後 花和尚前 船弁慶/後 花和尚 三内丸山・縄文三内丸山・縄文

囃
子
賞

踊
り
賞

踊
り
賞

踊
り
賞

囃
子
賞

囃
子
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陰 陽 師陰 陽 師 関　　羽関　　羽  阿修羅の
長き黒髪
 阿修羅の
長き黒髪


